
町 村 週 報1　平成23年 4 月25日 第2758号
昭和29年１月30日
第三種郵便物認可（ ）

町村週報
発行所 全国町村会 〒100-0014 東京都千代田区永田町1丁目11番35号：電話03-3581-0486　FAX03-3580-5955
発行人 山中昭栄：定価1部40円・年間1,500円（税、送料含む）　振替口座00110-8-47697　　　http://www.zck.or.jp

町村の購読料は会費
の中に含まれております

毎週月曜日発行

（ ）
2758号

○写真募集○● ●

も く じも く じ

数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
の
悲
劇
が
生
ま
れ
た
。
不

条
理
な
話
だ
が
、
人
間
の
気
高
さ
や
勇
敢
さ
に
感

動
さ
せ
ら
れ
る
の
は
、
決
ま
っ
て
悲
劇
を
通
し
て

で
あ
る
。
東
日
本
大
震
災
は
改
め
て
、
人
は
信
じ

る
に
値
す
る
と
教
え
て
く
れ
た
。

防
災
無
線
で
人
々
に
避
難
を
呼
び
か
け
な
が
ら

濁
流
に
飲
み
込
ま
れ
た
役
場
職
員
が
い
た
。
生
徒

た
ち
の
救
出
に
向
か
っ
て
行
方
知
ら
ず
に
な
っ
た

高
校
教
師
が
い
た
。自
ら
の
家
族
を
失
い
な
が
ら
、

救
出
や
捜
索
に
黙
々
と
努
め
る
消
防
団
員
や
、
病

人
や
負
傷
者
に
懸
命
に
寄
り
添
う
看
護
師
が
い

た
。
死
語
に
な
り
か
け
て
い
た
献
身
と
い
う
言
葉

通
り
の
光
景
が
、
ま
ざ
ま
ざ
と
蘇
え
っ
た
。

悲
し
み
を
押
し
殺
し
、
凍
え
る
避
難
所
で
じ
っ

と
耐
え
る
被
災
者
を
、
海
外
の
メ
デ
ィ
ア
は
「
ス

ト
イ
ッ
ク
」
と
表
現
し
た
。
克
己
心
の
強
い
古
代

ギ
リ
シ
ャ
の
哲
人
の
面
影
を
見
出
し
た
の
だ
ろ

う
。
近
代
を
通
じ
て
、
縁
の
下
の
力
持
ち
で
あ
り

続
け
た
東
北
人
は
、
惨
事
の
さ
な
か
、「
雨
ニ
モ

負
ケ
ズ
」
の
精
神
を
、身
を
以
て
示
し
て
く
れ
た
。

外
か
ら
は
、
無
数
の
善
意
の
手
が
差
し
伸
べ
ら

れ
た
。救
援
物
資
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
も
ち
ろ
ん
、

疎
開
受
け
入
れ
の
申
し
出
も
相
次
い
だ
。
雇
用
の

場
を
提
供
す
る
会
社
も
現
れ
た
。
十
年
分
の
善
意

が
一
時
に
凝
縮
さ
れ
た
か
と
思
わ
れ
た
。

夏
目
漱
石
は
小
説
『
三
四
郎
』
の
中
で
、
昔
は

他
（
ひ
と
）
本
位
の
利
他
主
義
だ
っ
た
の
に
、
最

近
は
自
己
本
位
の
利
己
主
義
に
変
わ
っ
た
と
同
時

代
の
風
潮
を
評
し
た
。
漱
石
に
よ
れ
ば
、
利
己
主

義
が
極
端
に
な
る
と
、
お
互
い
不
便
を
感
じ
て
、

ま
た
利
他
主
義
が
復
活
す
る
。
二
つ
の
主
義
は
際

限
な
く
入
れ
替
わ
る
の
だ
と
い
う
。
そ
の
予
言
通

り
、
昭
和
初
期
に
は
尽
忠
報
国
の
利
他
主
義
が
復

活
し
、
戦
後
は
自
己
本
位
が
強
く
な
っ
た
。

近
年
は
、
そ
れ
が
益
々
高
じ
、「
自
己
責
任
」

が
叫
ば
れ
、
競
争
す
れ
ば
世
の
中
は
よ
く
な
る
と

い
う
俗
説
が
ま
か
り
通
っ
た
。
そ
こ
に
大
震
災
で

あ
る
。
天
の
配
剤
の
よ
う
に
、「
無
縁
社
会
」
化

し
つ
つ
あ
る
都
会
に
、
漁
村
や
漁
師
町
の
人
々
の

絆
の
太
さ
を
見
せ
つ
け
た
。
嫌
で
も
、
助
け
合
い

の
土
台
が
あ
っ
て
こ
そ
の
競
い
合
い
で
あ
る
と
認

め
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。「
3
・
11
」を
機
に
、

利
己
主
義
を
助
長
し
た
「
戦
後
」
が
終
わ
り
、
利

他
主
義
が
復
権
す
る
「
震
災
後
」
に
移
る
。

茅
葺
き
の
民
家
・
春
（
千
葉
県
）

表紙に掲載する写真を募集してい
ます。採用者には、粗品を差し上
げます。
写真には撮影者の住所、氏名及び
撮影場所・日時を明記して下さい。
なお、採否は当方に一任願います。

送り先：全国町村会・広報部
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活 動

　

藤
原
忠
彦
会
長
（
長
野
県
川
上
村
長
）
は
4
月
21
日
、

22
日
、
被
災
町
村
の
状
況
把
握
の
た
め
、
浅
和
定
次
監

事
（
福
島
県
町
村
会
長
・
大
玉
村
長
）
と
と
も
に
、
役

場
機
能
を
移
転
し
た
福
島
県
富
岡
町
、
川
内
村
の
避
難

所
（
郡
山
市
・
ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま
）
と
、
津

波
で
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
た
新
地
町
及
び
計
画
的
避

難
地
域
に
指
定
さ
れ
た
飯
舘
村
を
訪
問
し
た
。

　

避
難
所
で
は
富
岡
町
の
遠
藤
勝
也
町
長
、
川
内
村
の

遠
藤
雄
幸
村
長
か
ら
、
仮
設
住
宅
の
早
期
建
設
、
雇
用

の
場
の
確
保
、
避
難
民
の
体
調
及
び
心
の
ケ
ア
に
つ
い

て
、
新
地
町
で
は
加
藤
憲
郎
町
長
か
ら
、
加
え
て
瓦
礫

の
迅
速
な
処
理
、
塩
害
の
大
き
い
農
地
の
早
期
復
旧
に

つ
い
て
国
に
求
め
て
欲
し
い
と
の
要
請
が
あ
っ
た
。

　

飯
舘
村
で
は
菅
野
典
雄
村
長
か
ら
、
①
「
福
島
原
発

収
束
に
向
け
た
道
筋
」
を
計
画
的
に
進
め
、
早
期
帰
宅

が
可
能
と
な
る
よ
う
取
り
組
む
こ
と
②
避
難
に
係
る
費

用
に
つ
い
て
は
全
額
国
庫
負
担
と
す
る
こ
と
③
こ
の
機

に
乗
じ
た
合
併
を
行
う
べ
き
で
は
な
く
、
住
民
が
前
向

き
に
な
れ
る
よ
う
な
心
の
こ
も
っ
た
政
治
を
行
う
こ
と

を
国
に
求
め
て
欲
し
い
と
の
要
請
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
福
島
県
災
害
対
策
本
部
で
は
佐
藤
雄
平
・
福

島
県
知
事
と
面
談
。
所
在
が
分
か
ら
ぬ
人
が
35
％
も
い

る
中
、
仮
設
住
宅
の
割
り
当
て
や
義
援
金
、
賠
償
金
の

配
分
に
つ
い
て
、
何
と
か
早
期
に
対
応
し
た
い
旨
の
発

言
が
あ
っ
た
。

　

こ
れ
ら
要
請
に
対
し
、
藤
原
会
長
は
、
今
回
の
被
災

は
地
域
で
対
応
で
き
る
限
界
を
超
え
て
お
り
、
国
な
ど

の
関
係
機
関
が
相
当
な
覚
悟
を
持
っ
て
早
急
に
事
態
の

収
束
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
国
に
対
し
て
地
域
の

1
日
も
早
い
再
生
を
強
く
要
請
す
る
と
と
も
に
、
福
島

県
町
村
会
と
連
携
し
て
最
大
限
の
支
援
を
行
う
こ
と
を

表
明
し
た
。

藤原会長、浅和監事（福島県町村会長）が
福島県富岡町長、川内村長、新地町長、飯舘村長を訪問

ー佐藤・福島県知事とも面談を行うー

▲

遠
藤
勝
也
町
長（
左
か
ら
2
人
目
）遠
藤

雄
幸
村
長（
右
か
ら
2
人
目
）と
面
談
す

る
藤
原
会
長（
左
）（
右
は
郡
山
市
長
）

▲

富岡町（ビッグパレットふくしま）

▲

川内村（ビッグパレットふくしま）
▲

新地町

▲

飯舘村

▲

福島県災害対策本部

▲

左
か
ら
遠
藤
雄
幸
村
長
、
藤
原
会
長
、

村
西
俊
雄
理
事
（
滋
賀
県
町
村
会
長
・

愛
荘
町
長
）、
浅
和
監
事

▲

加
藤
町
長
（
左
か
ら
2
人
目
）
か
ら
新

地
町
の
被
災
状
況
の
説
明
を
受
け
る
藤

原
会
長
（
右
）、
浅
和
監
事
（
左
）

▲

菅
野
村
長
（
左
）
と
面
談
す
る
藤
原
会

長
（
中
央
）、
浅
和
監
事
（
右
）

▲

佐
藤
知
事
（
右
）
と
面
談
す
る
藤
原
会

長
（
中
央
）、
浅
和
監
事
（
左
）
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1
．
調
査
結
果
を
読
む

■　

全
国
の
過
疎
地
域
に
あ
る
集
落
は

6
4
，
9
5
4

平
成
22
年
4
月
の
調
査
時
に
、
全
国
の

過
疎
地
域
に
あ
る
集
落
は
6
4
，
9
5
4

で
あ
っ
た
。こ
の
地
域
に
住
む
人
口
は
1
，

1
8
8
万
7
，
7
1
5
人
で
、
日
本
総
人

口
の
約
9
％
を
占
め
る
。
し
か
し
、
北
海

道
、
東
北
圏
、
四
国
圏
、
九
州
圏
で
は
、

過
疎
地
域
の
集
落
に
住
む
人
の
割
合
は
圏

域
人
口
の
20
％
を
超
え
る
。

過
疎
地
域
に
あ
る
集
落
数
は
、前
回（
平

成
18
年
度
）
の
調
査
時
に
は
、
6
2
，
2

7
3
で
あ
り
、若
干
増
え
て
い
る
。し
か
し
、

北
海
道
、
首
都
圏
で
は
や
や
減
少
し
た
。

な
お
、
過
疎
地
域
と
は
、
過
疎
地
域
自

立
促
進
特
別
措
置
法
（
過
疎
法
）
に
よ
っ

て
規
定
さ
れ
、
人
口
の
減
少
と
高
齢
化
が

進
み
、
税
収
が
低
く
行
政
に
必
要
な
経
費

が
賄
え
な
い
地
域
が
認
定
さ
れ
る
。
過
疎

法
は
、
昭
和
45
年
に
10
年
間
の
時
限
立
法

と
し
て
制
定
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
4
次
に
渡

り
期
限
切
れ
と
と
も
に
新
法
が
制
定
さ
れ

て
き
た
が
、
平
成
22
年
4
月
に
初
め
て
法

改
正
に
よ
る
6
年
間
の
期
間
延
長
と
な
っ

た
。
こ
れ
に
伴
い
、
24
都
道
府
県
58
市
町

村
が
過
疎
地
域
と
し
て
追
加
指
定
さ
れ
、

過
疎
自
治
体
数
は
7
7
6
と
な
っ
た
。

■　

93
の
集
落
が
消
滅

前
回
の
調
査
以
降
に
消
滅
し
た
集
落
は

93
で
あ
っ
た
。
消
滅
と
は
、
通
年
で
の
居

住
者
が
存
在
せ
ず
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
行

わ
れ
な
く
な
る
状
態
で
あ
る
。

消
滅
の
理
由
は
、
約
7
割
が
「
自
然
消

滅
」
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
他
の
理
由
と

し
て
は
、「
公
共
事
業
に
よ
る
移
転
」、「
自

然
災
害
に
よ
る
分
散
転
居
」、「
そ
の
他
」

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

消
滅
し
た
93
集
落
に
つ
い
て
、
前
回
の

調
査
を
見
る
と
、
約
27
％
に
つ
い
て
は
、

「
消
滅
の
可
能
性
は
な
い
」
と
予
測
さ
れ

て
い
た
。
さ
ら
に
前
々
回（
平
成
11
年
度
）

の
調
査
で
は
、
約
53
％
が
「
消
滅
の
可
能

性
は
な
い
」
と
予
測
さ
れ
て
お
り
、
予
期

さ
れ
て
い
な
い
集
落
消
滅
が
起
こ
っ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。

今
回
の
調
査
で
は
、「
今
後
10
年
以
内
に

消
滅
」
ま
た
は
「
い
ず
れ
消
滅
」
と
予
測

さ
れ
た
集
落
の
数
は
、
そ
れ
ぞ
れ
4
5
4

と
2
，
3
4
2
で
あ
る
。
合
わ
せ
て
2
，
7

9
6
集
落
の
消
滅
が
予
測
さ
れ
て
い
る
。

■　

65
歳
以
上
が
過
半
数
の
集
落
は

　
　

15
・
5
％

過
疎
地
域
の
6
4
，
9
5
4
集
落
の
う

ち
、
人
口
の
半
数
以
上
を
65
歳
以
上
が
占

め
る
集
落
の
割
合
は
15
・
5
％
に
上
が
る
。

過
疎
地
域
の
集
落
に
お
け
る
高
齢
者

　

総
務
省
は
3
月
、「
過
疎
地
域
等
に
お
け
る
集
落
の
状
況
に
関
す
る
現
状

把
握
調
査
の
概
要
」
を
発
表
し
た
。
調
査
は
、
平
成
22
年
4
月
現
在
で

8
0
1
市
町
村
を
対
象
に
実
施
。
前
回
平
成
18
年
度
の
調
査
か
ら
4
年
間
で

93
の
集
落
が
消
滅
し
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　

集
落
の
人
口
の
過
半
数
を
65
歳
以
上
が
占
め
る
集
落
の
割
合
は
15
・
5
％

で
、
1
万
91
集
落
に
上
る
。
今
後
消
滅
の
恐
れ
が
あ
る
集
落
が
2
，
7
9
6

あ
る
こ
と
も
わ
か
っ
た
。

　

集
落
住
民
の
生
活
を
守
る
た
め
、
国
土
の
保
全
、
地
球
環
境
の
保
全
の
た

め
、
過
疎
対
策
は
必
要
で
あ
る
。
今
後
は
、
集
落
支
援
員
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
地
域

団
体
、地
域
住
民
ら
と
行
政
が
手
を
携
え
、地
域
の
実
態
を
的
確
に
把
握
し
た

上
で
、集
落
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
体
制
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
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（
65
歳
以
上
）
の
割
合
は
、
調
査
を
重
ね

る
ご
と
に
増
加
し
て
い
る
。

7
・
5
％
（
平
成
11
年
度
）
↓
12
・
7
％

（
平
成
18
年
度
）
↓
15
・
5
％
（
平
成
22

年
度
）

地
域
別
に
見
る
と
、
集
落
に
お
け
る
高

齢
者
（
65
歳
以
上
）
の
割
合
が
高
い
の
は

四
国
圏
（
24
・
3
％
）・
中
部
圏
（
21
・

8
％
）
で
、
増
加
率
で
は
中
部
圏
（
9
・

0
％
↓
15
・
7
％
↓
21
・
8
％
）・
北
陸

圏
（
9
・
5
％
↓
12
・
9
％
↓
18
・
5
％
）

が
際
だ
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
集
落
の
住
民
全
員
が
65
歳
以

上
の
集
落
は
5
7
5
あ
る
。
そ
の
う
ち
、

75
歳
以
上
が
半
数
を
超
え
る
集
落
は
2
8

3
、
全
員
が
75
歳
以
上
の
集
落
も
2
0
5

あ
る
。

■　

 

過
疎
に
よ
る
問
題
の
7
割
は
働
き
口

の
減
少
・
耕
作
放
棄
地
の
増
大

過
疎
化
に
よ
っ
て
集
落
で
起
き
て
い
る

問
題
は
多
岐
に
渡
る
が
、
市
町
村
担
当
者

へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
目
立
っ
た
も
の
は

以
下
の
よ
う
に
な
る
。

・ 

働
き
口
の
減
少･･･

74
・
5
％

・
耕
作
放
棄
地
の
増
大･･･

72
・
1
％　

・
空
き
家
の
増
加･･･

67
・
5
％

・
獣
害
、
病
虫
害
の
発
生･･･

62
・
3
％　

・
商
店
、ス
ー
パ
ー
等
の
閉
鎖･･･

56
・
5
％

・
森
林
の
荒
廃･･･
52
・
9
％

前
回
の
調
査
で
は
、「
ご
み
の
不
法
投

棄
の
増
加
」
が
45
・
9
％
あ
っ
た
が
、
今

回
は
34
・
8
％
に
減
少
し
て
お
り
、
取
締

り
や
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
効
果
が
あ
っ
た
こ

と
が
窺
え
る
。

し
か
し
、
全
体
の
8
割
を
超
え
る
集
落

で
は
、
集
落
機
能
は
良
好
に
維
持
さ
れ
て

い
る
と
答
え
て
お
り
、
問
題
は
あ
る
が
、

相
互
扶
助
な
ど
の
機
能
は
維
持
さ
れ
て
い

る
傾
向
に
あ
る
。

2
．
過
疎
化
に
ど
う
取
り
組
む
か

過
疎
化
は
、
昭
和
30
年
代
に
急
激
に
顕

在
化
し
、
今
も
続
い
て
い
る
古
く
て
新
し

い
問
題
で
あ
る
。

高
度
成
長
期
に
は
、
農
山
漁
村
か
ら
大

量
の
若
者
が
労
働
力
と
し
て
都
市
部
に
流

入
し
、
都
市
部
で
は
人
口
集
中
が
「
過
密

化
」
を
引
き
起
こ
し
た
。
一
方
、
若
者
を

送
り
出
し
た
農
山
漁
村
で
は
、
人
口
が
減

少
し
、
生
活
の
基
盤
に
支
障
を
来
す
よ
う

に
な
る
。
廃
校
に
よ
っ
て
教
育
の
機
会
が

失
わ
れ
る
、
消
防
団
の
担
い
手
が
い
な
く

な
り
防
災
に
支
障
を
来
す
、
医
師
が
身
近

に
い
な
い
た
め
医
療
が
受
け
ら
れ
な
い
、

等
の
問
題
が
起
こ
っ
て
き
た
。
ま
た
、
産

業
の
担
い
手
が
不
足
す
る
こ
と
で
、
生
産

活
動
が
低
下
し
、
そ
れ
が
さ
ら
な
る
人
口

の
流
出
に
つ
な
が
る
結
果
に
も
な
る
。
最

近
は
住
民
の
高
齢
化
が
急
速
に
進
ん
で
い

る
が
、人
口
減
と
高
齢
化
に
よ
る
弊
害
は
、

参考１　過疎地域等における集落数・人口・世帯数

過疎地域等の
集落数

過疎地域等の
人口

（参考）
過疎地域等の
世帯数

（参考）

圏域人口 圏域に
占める割合 圏域世帯数 圏域に

占める割合

１　北海道 3,957 （6.1％） 1,417,482 （11.9％） 5,520,894 （25.7％） 664,227 （14.2%） 2,654,310 （25.0％）

２　東北圏 14,072 （21.7％） 3,028,321 （25.5％） 11,807,599 （25.6％） 1,023,578 （21.9％） 4,397,115 （23.3％）

３　首都圏 2,508 （3.9％） 472,952 （4.0％） 42,617,162 （1.1%） 178,468 （3.8%） 14,758,188 （1.2%）

４　北陸圏 1,748 （2.7％） 233,452 （2.0％） 3,070,151 （7.6％） 81,289 （1.7％） 1,105,282 （7.4%）

５　中部圏 4,008 （6.2％） 684,879 （5.8％） 17,101,690 （4.0％） 254,807 （5.4％） 6,617,099 （3.9％）

６　近畿圏 3,154 （4.9％） 665,472 （5.6％） 20,651,987 （3.2％） 266,781 （5.7％） 8,857,627 （3.0％）

７　中国圏 12,694 （19.5%） 1,417,463 （11.9％） 7,578,545 （18.7％） 564,226 （12.1％） 3,153,032 （17.9%）

８　四国圏 7,216 （11.1％） 883,163 （7.4％） 4,040,003 （21.9％） 374,296 （8.0％） 1,711,017 （21.9％）

９　九州圏 15,308 （23.6％） 2,967,736 （25.0％） 13,263,653 （22.4％） 1,218,787 （26.0％） 5,620,992 （21.7％）

10　沖縄県 289 （0.4％） 116,795 （1.0％） 1,406,176 （8.3％） 53,262 （1.1％） 559,851 （9.5％）

合計 64,954 （100.0％） 11,887,715 （100.0％） 127,057,860 （9.4％） 4,679,721 （100.0％） 49,434,513 （9.5％）
圏域人口・世帯数はＨ22.３.31住民基本台帳、
過疎地域等の人口・世帯数は、市町村担当者の回答の合計による。

東北圏：青森、岩手、宮城、秋田、山形、福島、新潟
首都圏：茨城、栃木、群馬、埼玉、千葉、東京、神奈川、山梨
北陸圏：富山、石川、福井
中部圏：長野、岐阜、静岡、愛知、三重
近畿圏：滋賀、京都、大阪、兵庫、奈良、和歌山
中国圏：鳥取、島根、岡山、広島、山口
四国圏：徳島、香川、愛媛、高知
九州圏：福岡、佐賀、長崎、熊本、大分、宮崎、鹿児島
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従
来
の
農
山
漁
村
の
み
な
ら
ず
、
昨
今
で

は
都
市
部
の
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
や
企
業
城
下

町
な
ど
で
も
見
ら
れ
、
新
た
な
問
題
と

な
っ
て
い
る
。

過
疎
地
域
が
多
い
山
間
部
に
は
、
長
い

間
、
住
民
が
手
を
か
け
守
っ
て
き
た
森
林

や
耕
作
地
が
あ
り
、
こ
れ
が
水
資
源
を
涵

養
し
、
水
害
な
ど
の
自

然
災
害
か
ら
地
域
を
守

り
、
自
然
の
生
態
系
を

維
持
し
て
き
た
。
地
球

温
暖
化
防
止
の
役
割
も

担
っ
て
い
る
。
過
疎
化

に
よ
っ
て
森
林
や
耕
作

地
が
荒
れ
る
こ
と
は
、

そ
の
地
域
の
み
な
ら

ず
、
日
本
国
全
体
に
ダ

メ
ー
ジ
を
与
え
る
。
さ

ら
に
、
農
山
漁
村
が
消

え
る
こ
と
は
、
そ
こ
で

継
承
さ
れ
て
き
た
祭
り

な
ど
の
文
化
の
消
滅
も

意
味
す
る
。

そ
こ
で
国
は
、
昭
和

45
年
の
過
疎
地
域
自
立

促
進
特
別
措
置
法
（
過

疎
法
）
制
定
以
来
、
過

疎
地
域
に
財
政
面
、
イ

ン
フ
ラ
整
備
面
、
他
さ

ま
ざ
ま
な
配
慮
を
行
っ

て
き
た
。

3
． 地
域
へ
の
目
配
り
が
き
い
た
対
策
を
、

地
域
一
丸
と
な
っ
て
推
進
す
る

前
回
の
調
査
で
、
過
疎
地
域
対
策
の
ソ

フ
ト
面
の
重
要
性
が
と
り
ま
と
め
ら
れ
、

「
集
落
支
援
員
」
制
度
の
導
入
が
決
め
ら

れ
た
。
集
落
を
巡
回
し
地
域
活
性
化
策
な

ど
を
助
言
す
る
人
材
で
あ
り
、
特
別
交
付

税
な
ど
を
財
源
と
す
る
。
集
落
の
現
状
に

合
わ
せ
、
画
一
的
で
な
い
「
目
配
り
の
き

い
た
」
対
策
を
講
じ
る
た
め
で
あ
る
。
今

後
は
、
集
落
支
援
員
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
地
域
活

動
団
体
、
地
域
住
民
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
主

体
と
行
政
が
連
携
し
て
、
地
域
活
性
化
に

取
り
組
む
こ
と
が
望
ま
し
い
。

今
回
の
調
査
で
、
市
町
村
担
当
者
か
ら

回
答
が
あ
っ
た
過
疎
化
対
策
事
業
に
は
次

の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

●
産
業
活
性
化

空
き
家
バ
ン
ク
整
備
事
業
、
地
区
営
店

舗
整
備
事
業
、
特
産
品
の
開
発
、
直
売
所
、

起
業
化
支
援
事
業
、
企
業
誘
致
奨
励
事
業

●
自
然
保
全

鳥
獣
害
対
策
事
業
、
里
山
整
備
事
業
、

ホ
タ
ル
の
住
め
る
環
境
整
備
事
業
、
馬
に

よ
る
荒
廃
森
林
の
整
備
、
耕
作
放
棄
地
の

解
消
、
農
村
集
落
景
観
保
全
、
花
い
っ
ぱ

い
運
動
、
棚
田
景
観
保
全
事
業

●
住
民
生
活

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
整
備
、
地
域
医
療

維
持
事
業
、
救
急
医
療
体
制
の
充
実
、
地

域
自
主
防
災
促
進
事
業
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
再
生
事
業
、
自
治
会
組
織
活
動
助
成

事
業
、
集
落
合
併
協
議
会
設
置
補
助
金
交

付
事
業

●
文
化
継
承

伝
統
芸
能
継
承
支
援
、
住
民
自
治
組
織

に
よ
る
史
跡
保
存
整
備
事
業

い
ず
れ
に
し
ろ
、
集
落
支
援
員
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

や
地
域
活
動
団
体
、
地
域
住
民
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
主
体
と
行
政
が
、
ま
ず
は
地
域
の

将
来
像
を
共
有
し
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
役

割
や
責
任
を
明
確
に
し
合
意
す
る
こ
と
が

出
発
点
と
な
る
。
そ
の
上
で
、
集
落
の
状

態
が
流
動
的
な
局
面
に
入
っ
て
い
る
現

在
、
地
域
の
実
態
を
的
確
に
把
握
し
た
上

で
、
集
落
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
体
制
を
構
築

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

１．生活基盤の維持

２．産業基盤の維持

３．自然環境保全対策

４．災害・防災対策

５．地域文化の保全

６．景観保全

７．住民生活

８．その他

0.0％ 5.0％ 10.0％ 15.0％ 20.0％ 25.0％ 30.0％ 35.0％ 40.0％ 45.0％

18.4％

17.3％

42.4％

18.4％

24.9％

6.1％

5.1％

17.3％

42.4％

参考２　過疎法改正に伴う集落対策に係るソフト事業の予定・状況
 （最大３つまで）

7.6％7.6％7.6％

6.6％

7.6％

6.6％

　
◎
休
刊
の
お
知
ら
せ
◎

　
5
月
2
日
付
と
5
月
9
日
付
の
町
村

週
報
は
、
休
刊
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
第
2
7
5
9
号
は
5
月
16
日
付
の

発
行
と
な
り
ま
す
の
で
、ご
了
承
の
程
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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は
じ
め
に

周
防
大
島
町
は
、
平
成
16
年
10
月
1
日
に

大
島
郡
の
久
賀
町
、
大
島
町
、
東
和
町
、
橘

町
の
4
町
が
合
併
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
財

政
の
健
全
化
を
第
一
に
掲
げ
、
合
併
の
効
果

を
町
民
の
皆
様
に
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
を
念

頭
に
「
賑
わ
い
の
創
出

－

観
光
交
流
人
口
1

0
0
万
人
」
を
目
標
に
掲
げ
取
り
組
ん
で
お

り
、
こ
こ
で
そ
の
一
端
を
紹
介
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

瀬
戸
内
の
ハ
ワ
イ
〜
ア
ロ
ハ
・
マ
ハ
ロ

我
が
町
は
山
口
県
の
東
南
部
に
あ
り
、
瀬

戸
内
海
に
浮
か
ぶ
島
で
は
淡
路
島
、
小
豆
島

に
次
ぐ
3
番
目
の
面
積
を
有
し
、
島
と
本
土

と
は
大
畠
瀬
戸
を
渡
る
大
島
大
橋
に
よ
っ
て

連
結
し
て
い
ま
す
。年
間
平
均
気
温
15
・
5
℃

と
、
温
暖
な
青
く
澄
み
わ
た
る
瀬
戸
内
の
海

と
四
季
の
彩
り
豊
か
な
美
し
い
自
然
を
有
す

る
町
で
、
瀬
戸
内
の
ハ
ワ
イ
と
呼
ば
れ
る
所

以
は
、明
治
20
年
代
の
官
約
移
民
と
し
て
4
、

0
0
0
人
が
ハ
ワ
イ
に
渡
っ
た
歴
史
か
ら
昭

和
38
年
（
1
9
6
3
年
）
6
月
22
日
に
ハ
ワ

イ
州
カ
ウ
ア
イ
島
と
姉
妹
島
縁
組
を
締
結
し

て
50
年
近
く
に
な
る
こ
と
か
ら
で
す
。
文
字

通
り
ハ
ワ
イ
移
民
の
島
で
、
1
2
0
年
に
及

ぶ
交
流
の
歴
史
に
裏
打
ち
さ
れ
た
我
が
町

は
、
6
月
22
日
か
ら
8
月
末
ま
で
役
所
も
銀

行
も
郵
便
局
も
病
院
も
地
域
の
方
々
も
ア
ロ

ハ
シ
ャ
ツ
が
公
用
着
と
な
り
ま
す
。
ク
ー
ル

山口県

・

周防大島町

Ｎ

現地レポート町村独自のまちづくり

賑わいの創出・観光交流人口100万人を目指して
～瀬戸内のハワイ周防大島町へ都会の子供たちの修学旅行～

おうす

山口県 周防大島町
しまおお ちょう

△片添ヶ浜海水浴場



町 村 週 報7　平成23年 4月25日 （第三種郵便物認可） 第2758号

フォーラム

ビ
ズ
な
ら
ぬ
ア
ロ
ハ
ビ
ズ
で
す
。「
ア
ロ
ハ
！

マ
ハ
ロ
！
」
は
、
お
は
よ
う
、
こ
ん
に
ち
は
、

あ
り
が
と
う
、よ
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
、

な
ど
の
意
味
で
、
お
も
て
な
し
の
心
で
皆
様

を
歓
迎
し
ま
す
。
余
談
な
が
ら
、
ハ
ワ
イ
の

ア
ロ
ハ
シ
ャ
ツ
は
大
島
の
渡
航
者
が
着
用
し

て
い
た
浴
衣
を
短
く
切
っ
て
着
や
す
く
し
た

も
の
が
、
そ
も
そ
も
の
ル
ー
ツ
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
季
節
フ
ラ
ダ
ン
ス
が
と
て
も

人
気
で
す
。
お
年
を
召
さ
れ
た
方
も
華
や
か

な
フ
ラ
ド
レ
ス
、
フ
ラ
Ｔ
シ
ャ
ツ
な
ど
フ
ラ

ダ
ン
ス
衣
装
に
身
を
包
む
と
ア
ロ
ハ
な
気
分

に
な
り
「
周
防
大
島
町
で
輝
い
て
生
き
よ
う

1
0
0
歳
に
挑
戦
」
を
実
践
中
で
す
。
高
齢

者
だ
け
で
な
く
保
育
園
児
の
ケ
イ
キ
フ
ラ

（
子
供
フ
ラ
ダ
ン
ス
）
も
本
当
に
か
わ
い
く
、

夏
場
の
毎
週
土
曜
日
に
ホ
テ
ル
や
温
浴
施
設

で
開
催
さ
れ
る
サ
タ
デ
ー
フ
ラ
ダ
ン
ス
こ
と

「
サ
タ
フ
ラ
」
が
大
人
気
で
、
遠
く
県
外
か

ら
の
出
場
チ
ー
ム
も
多
く
あ
り
幸
せ
な
笑
顔

で
あ
ふ
れ
ま
す
。

生
涯
現
役
の
島

戦
後
、
海
外
各
地
か
ら
の
引
き
揚
げ
者
に

よ
っ
て
人
口
は
一
気
に
増
加
し
、
島
に
は
人

が
満
ち
溢
れ
る
一
方
、
生
活
は
困
窮
し
ま
し

た
。
昭
和
22
年
頃
6
5
、
0
0
0
人
を
数
え

た
島
の
人
口
は
、
ミ
カ
ン
栽
培
と
漁
業
に
支

え
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
ミ
カ
ン
の
過
剰
生

産
と
価
格
の
暴
落

に
よ
っ
て
高
度
成

長
期
に
一
気
に
人

口
流
出
が
は
じ
ま

り
、
更
に
昭
和
51

年
島
民
の
悲
願
で

あ
っ
た
大
島
大
橋

が
架
か
っ
て
本
州

と
つ
な
が
っ
た
こ

と
も
皮
肉
な
こ
と

に
島
の
人
口
流
出

に
拍
車
を
か
け
る

結
果
と
な
り
ま
し

た
。そ

の
後
人
口
は

年
々
減
り
続
け
約
2
万
人
と
な
り
、
加
え
て

高
齢
化
率
は
47
％
と
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で

す
が
、
誠
に
元
気
な
高
齢
者
が
多
く
生
涯
現

役
の
島
を
自
認
し
て
い
ま
す
。
60
歳
で
定
年

を
迎
え
た
息
子
が
、
80
歳
で
な
お
現
役
で
農

家
や
漁
師
と
し
て
働
い
て
い
る
親
の
元
に
Ｕ

タ
ー
ン
す
る
こ
と
も
度
々
あ
り
ま
す
。
よ
く

で
き
た
ド
ラ
マ
の
筋
書
き
の
よ
う
な
現
実
の

話
で
す
。

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
と
ス
ポ
ー
ツ

合
宿
で
賑
わ
い
を

気
候
温
暖
で
年
間
を
通
し
て
ほ
と
ん
ど
雪

の
な
い
冬
の
季
節
、
昭
和
23
年
の
第
1
回
か

ら
64
回
を
数
え
る
12
月
の
大
島
一
周
駅
伝

（
77
チ
ー
ム
参
加
）、
2
月
の
サ
ザ
ン
・
セ
ト

大
島
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
は
27
回
（
今
年
は

招
待
選
手
に
大
阪
国
際
女
子
マ
ラ

ソ
ン
で
優
勝
の
赤
羽
有
紀
子
選
手

ほ
か
3
、
0
0
0
名
参
加
）、
15

回
を
数
え
る
3
月
の
サ
ザ
ン
・
セ

ト
大
島
少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会
（
全

国
か
ら
48
チ
ー
ム
1
、
0
0
0
名

参
加
）、
4
月
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

大
会
（
今
年
は
3
6
5
歩
の
マ
ー

チ
の
水
前
寺
清
子
さ
ん
を
迎
え

て
）
な
ど
多
く
の
ア
ス
リ
ー
ト
が

周
防
大
島
町
に
集
う
賑
や
か
な
ス

ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
が
目
白
押
し
で

す
。
加
え
て
、
陸
連
公
認
の
陸
上

競
技
場
や
合
宿
施
設
も
充
実
し
て

お
り
、
中
国
電
力
、
中
電
工
、
Ｊ

Ｆ
Ｅ
、
天
満
屋
、
デ
オ
デ
オ
、
ユ
ニ
ク
ロ
や

興
譲
館
高
校
な
ど
の
名
門
駅
伝
チ
ー
ム
を
は

△
サ
ザ
ン
セ
ト
・
大
島
少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会

△

瀬
戸
内
の
ハ
ワ
イ　

大
人
気
の
フ
ラ
ダ
ン
ス

△

島
と
本
土
を
結
ぶ
大
島
大
橋

△

サ
ザ
ン
・
セ
ト
大
島
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
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じ
め
、
社
会
人
・
大
学
生
の
陸
上
競
技
、
テ

ニ
ス
や
サ
ッ
カ
ー
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
で

も
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。

体
験
型
修
学
旅
行
で
交
流
人
口
の

増
加
を

更
に
、
周
防
大
島
町
が
こ
こ
に
き
て
に
わ

か
に
活
気
づ
い
て
き
た
の
は
修
学
旅
行
の
お

か
げ
で
す
。
こ
れ
ま
で
島
に
修
学
旅
行
生
が

訪
れ
る
こ
と
な
ど
全
く
無
か
っ
た
の
で
す

が
、
広
島
、
山
口
の
瀬
戸
内
海
沿
岸
の
7
市

3
町
と
商
工
会
議
所
、
商
工
会
で
作
る
広
島

湾
ベ
イ
エ
リ
ア
海
生
都
市
圏
研
究
協
議
会
が

体
験
型
修
学
旅
行
の
誘
致
に
乗
り
出
し
た
の

を
受
け
て
、
2
0
0
8
年
、
初
め
て
神
奈
川

県
の
私
立
中
学
校
の
修
学
旅
行
生
を
受
け
入

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
毎
年
、
埼
玉
県
や
神

奈
川
県
の
中
学
校
、
高
校
が
数
校
ず
つ
訪
れ

て
い
ま
し
た
が
、
今
年
は
青
森
、
埼
玉
、
岐

阜
、
滋
賀
、
京
都
、
奈
良
、
大
阪
な
ど
の
予

約
が
次
々
と
舞
い
込
み
、
な
ん
と
中
学
高
校

合
わ
せ
て
20
校
3
、
4
0
0
人
の
修
学
旅
行

の
予
約
で
、
4
月
か
ら
12
月
ま
で
満
杯
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。
体
験
型
修

学
旅
行
は
民
家
に
3
〜
4
人
宿
泊
（
ホ
ー
ム

ス
テ
ィ
）
す
る
民
泊
と
民
泊
家
庭
の
農
業
や

漁
業
な
ど
の
家
の
業
、
家
業
体
験
を
す
る
も

の
で
す
。
ネ
ッ
ク
は
受
け
入
れ
家
庭
の
開
拓

で
あ
り
、
私
自
身
も
民
泊
を
受
け
入
れ
て
く

れ
る
よ
う
住
民
に
呼
び
か
け
て
回
っ
て
い
る

状
態
で
、
現
在
2
0
0
軒
の
民
泊
家
庭
の
登

録
が
あ
り
ま
す
。
海
生
都
市
圏
研
究
協
議
会

が
関
東
、
中
部
、
関
西
の
旅
行
会
社
へ
ア
プ

ロ
ー
チ
を
し
、
受
け
入
れ
家
庭
向
け
の
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
研
修
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど

を
何
度
も
行
な
っ
て
き
た
こ
と
が
多
く
の
予

約
に
繋
が
っ
た
要
因
で
す
が
、
広
島
で
の
平

和
学
習
や
原
爆
ド
ー
ム
、
宮
島
の
世
界
遺
産

に
加
え
、
こ
の
町
に
は
自
然
に
根
ざ
し
た
漁

業
や
農
業
が
あ
り
素
朴
で
温
か
い
人
情
の
あ

る
生
活
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
当
た
り
前

の
こ
と
が
都
会
の
子
供
た
ち
に
は
新
鮮
な
感

動
と
な
り
貴
重
な
体
験
と
な
る
と
信
じ
て
い

ま
す
。
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
、
山
か
ら
薪

を
、
海
か
ら
藻
や
海
水
を
、
川
か
ら
菖
蒲
を

集
め
長
老
ら
に
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
自
ら

薪
を
焚
き
、
床
に
菖
蒲
や
藻
を
敷
き
詰
め
て

江
戸
時
代
か
ら
残
る
石
風
呂
に
入
る
古
代
サ

ウ
ナ
体
験
の
ほ
か
、
み
か
ん
も
ぎ
や
芋
ほ
り

な
ど
の
農
業
体
験
、
牡
蠣
打
ち
や
建
て
網
、

磯
釣
り
な
ど
の
漁
業
体
験
、
カ
ヌ
ー
ヨ
ッ
ト

体
験
な
ど
50
も
の
体
験
メ
ニ
ュ
ー
が
用
意
さ

れ
て
い
ま
す
。
あ
る
家
庭
で
の
芋
ほ
り
体
験

で
は
何
度
注
意
し
て
も
芋
を
放
り
投
げ
る
た

め「
投
げ
た
ら
芋
が
傷
つ
く
じ
ゃ
な
い
か
！
」

と
一
喝
。
子
供
ら
は
び
っ
く
り
。
大
声
で
他

人
か
ら
叱
ら
れ
る
こ
と
さ
え
初
め
て
の
経
験

だ
っ
た
よ
う
で
す
。
私
た
ち
も
初
め
て
の
経

験
。
子
や
孫
が
帰
っ
て
き
た
よ
う
な
自
然
体

で
の
受
け
入
れ
が
で
き
た
ら
と
思
っ
て
い
ま

す
。
工
業
化
の
産
業
形
態
か
ら
は
取
り
残
さ

れ
た
周
防
大
島
町
。
観
光
客
数
は
年
間
80
万

人
台
で
夏
場
の
海
水
浴
客
が
中
心
で
し
た

が
、
新
た
な
体
験
交
流
型
観
光
で
町
の
基
幹

産
業
で
あ
る
農
業
や
漁
業
な
ど
の
1
次
産
業

と
観
光
交
流
を
結
び
つ
け
た
新
た
な
産
業
に

つ
な
げ
、
観
光
交
流
人
口
1
0
0
万
を
目
標

に
21
世
紀
に
は
ば
た
く
先
進
の
島
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

体
験
交
流
企
画
〜
島
の
暮
ら
し
を

お
す
そ
わ
け
　

気
候
に
恵
ま
れ
た
周
防
大
島
。
青
い
海
、

青
い
空
、
心
癒
さ
れ
る
景
観
で
す
。
農
漁
業

者
と
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
楽
し
く
、お
い
し
く
、

心
温
ま
る
交
流
、「
島
の
暮
ら
し
お
す
そ
わ

け
」
と
し
て
地
域
資
源
を
生
か
し
た
人
と
人

と
を
つ
な
ぐ
20
も
の
体
験
メ
ニ
ュ
ー
を
そ
ろ

え
、
周
防
大
島
町
の
ご
婦
人
方
が
島
で
の
体

験
交
流
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
ミ
カ
ン
の

△

体
験
型
修
学
旅
行
で
民
泊
体
験

△

体
験
型
修
学
旅
行
で
家
業
体
験

△

「
島
の
く
ら
し
を
お
す
そ
わ
け
」
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シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
、
ミ
カ
ン
パ
ン
と
ミ
カ
ン

ピ
ザ
、山
菜
料
理
、サ
ザ
エ
ご
飯
、ラ
ッ
キ
ョ

ウ
漬
、
シ
ソ
ジ
ュ
ー
ス
、
柏
餅
と
桜
餅
づ
く

り
、
た
け
の
こ
堀
、
玉
ね
ぎ
の
収
穫
、
ウ
ニ

割
体
験
、
な
ど
な
ど
お
い
し
そ
う
な
も
の
ば

か
り
で
す
。
自
分
で
作
っ
た
も
の
は
格
別
の

味
、
い
ろ
い
ろ
の
コ
ー
ス
に
た
び
た
び
参
加

さ
れ
る
方
も
増
え
て
い
ま
す
。

起
業
家
人
材
育
成
と
チ
ャ
レ
ン
ジ

シ
ョ
ッ
プ

大
島
商
船
高
等
専
門
学
校
は
明
治
30
年
創

立
の
大
島
郡
立
大
島
海
員
学
校
を
前
身
と
す

る
全
国
に
5
校
し
か
な
い
歴
史
と
伝
統
あ
る

我
が
町
の
誇
り
と
す
る
商
船
高
等
専
門
学
校

で
す
。
こ
の
大
島
商
船
高
専
で
2
0
0
8
年

か
ら
開
講
し
た
企
業
家

養
成
塾
「
島
ス
ク
エ

ア
」。
国
か
ら
5
年
間

の
補
助
を
受
け
て
運
営

し
3
年
間
で
1
1
5
人

が
受
講
し
、
11
人
が
新

た
に
起
業
し
て
い
ま

す
。
年
齢
層
も
若
者
だ

け
で
な
く
定
年
後
Ｕ

タ
ー
ン
し
た
方
や
女
性

も
多
く
、
町
も
新
た
な

起
業
家
養
成
に
大
き
な

期
待
を
寄
せ
て
お
り
、

起
業
家
を
支
援
す
る
た

め
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

シ
ョ
ッ
プ
を
道
の
駅
周

辺
に
5
店
舗
設
置
し
ま

し
た
。
地
元
の
ミ
カ
ン
や
イ
チ
ゴ
を
使
っ
た

ジ
ェ
ラ
ー
ト
、
地
元
産
の
蜂
蜜
商
品
、
地
元

食
材
で
作
っ
た
ス
イ
ー
ツ
、
地
元
産
サ
ツ
マ

イ
モ
の
芋
焼
酎
、
移
民
が
縁
で
交
流
し
て
い

る
ハ
ワ
イ
雑
貨
や
ア
ロ
ハ
シ
ャ
ツ
な
ど
新
た

な
取
り
組
み
が
始
ま
り
、
島
の
恵
み
を
発
信

し
賑
わ
い
の
創
出
拠
点
と
な
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

高
齢
化
し
た
町
の
保
健
、
医
療
、

介
護
、
福
祉
の
充
実

超
高
齢
社
会
を
迎
え
た
周
防
大
島
町
の
大

き
な
課
題
は
保
健
、
医
療
、
介
護
、
福
祉
の

問
題
で
す
。
平
成
16
年
の
合
併
時
に
経
営
形

態
を
公
営
企
業
法
全
部
適
用
と
し
て
公
営
企

業
管
理
者
を
置
き
、

3
病
院
（
東
和
1
3

1
床
、
橘
36
床
、
大

島
99
床
）、
2
老
人

保
健
施
設
（
さ
ざ
な

み
苑
80
床
、
や
す
ら

ぎ
苑
50
床
）、
看
護

専
門
学
校
（
1
学
年

35
人
）、
訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
4

居
宅
介
護
支
援
事
業

所
を
運
営
し
て
い
ま

す
。採

算
性
の
面
か
ら

民
間
医
療
機
関
の
立

地
が
困
難
な
過
疎
地

域
に
お
け
る
一
般
医

療
の
提
供
、
町
の
東
か
ら
西
ま
で
車
で
約
1

時
間
か
か
る
こ
と
や
独
居
老
人
や
老
々
介
護

が
多
い
地
域
性
を
考
え
れ
ば
3
病
院
を
堅
持

す
る
こ
と
が
最
も
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
病
院
に
独
自
性
を
持
た
せ
な
が
ら
3
病
院

で
の
総
合
病
院
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。又
、

公
共
交
通
機
関
が
少
な
く
不
便
な
た
め
患
者

の
方
々
の
利
便
性
を
図
る
上
で
町
内
の
い
た

る
と
こ
ろ
に
無
料
の
患
者
輸
送
バ
ス
を
運
行

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
近
年
の
公
立

病
院
を
取
り
巻
く
経
営
環
境
や
医
療
提
供
体

制
は
ま
す
ま
す
厳
し
く
な
っ
て
き
て
お
り
ま

す
。地
域
医
療
を
確
保
す
る
た
め
に
は
保
健
、

医
療
、
介
護
、
福
祉
の
連
携
が
不
可
欠
で
あ

り
町
立
の
関
連
施
設
の
健
全
な
運
営
が
町
民

の
安
心
と
健
康
を
守
る
最
重
要
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

終
わ
り
に

財
政
の
健
全
化
は
、「
住
民
サ
ー
ビ
ス
を

い
か
に
安
定
的
に
維
持
向
上
さ
せ
て
い
く

か
」
と
い
う
目
的
の
た
め
の
手
段
で
あ
り
ま

す
。
さ
ら
な
る
行
政
改
革
を
推
進
し
、
財
政

の
健
全
化
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
行
政
改
革
に
よ
り
生
み
出
さ
れ
た
財
源

に
よ
り
、身
近
な
生
活
関
連
施
設
の
整
備
や
、

子
育
て
支
援
等
を
充
実
さ
せ
る
と
共
に
、

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
や
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
一

層
の
活
用
を
図
り
、
こ
れ
ま
で
の
観
光
交
流

に
加
え
、
体
験
型
修
学
旅
行
の
促
進
や
、
ス

ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
、
高
校
、
大
学
、
実
業
団

の
テ
ニ
ス
、駅
伝
、陸
上
競
技
な
ど
の
ス
ポ
ー

ツ
合
宿
の
誘
致
と
周
防
大
島
町
の
貴
重
な
地

域
資
源
を
活
用
し
、｢

賑
わ
い
の
創
出｣

を
進

め
、
交
流
人
口
1
0
0
万
人
を
目
指
し
て
ま

い
り
ま
す
。

本
年
秋
に
は
い
よ
い
よ
山
口
国
体
。
本
町

で
も
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
大
会
の
本
番
を
迎
え
ま

す
。
全
国
各
地
か
ら
、
数
多
く
の
方
々
が
こ

の
大
島
に
訪
れ
ま
す
。
お
も
て
な
し
の
心
や

花
い
っ
ぱ
い
運
動
、
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
運
動

な
ど
を
積
極
的
に
進
め
、
国
体
で
訪
れ
た

方
々
に
周
防
大
島
町
と
の
絆
を
深
め
て
い
た

だ
け
る
よ
う
精
い
っ
ぱ
い
の
お
も
て
な
し
で

お
迎
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

全
国
の
皆
様
も
ぜ
ひ
一
度
瀬
戸
内
の
ハ
ワ

イ
・
周
防
大
島
町
へ
!!

（
周
防
大
島
町
長　

椎　

木　
　

巧
）

△

改
築
し
た
大
島
病
院

△

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
で
起
業
家
支
援
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情 報

『
都
市
問
題
』
公
開
講
座
は
（
財
）
東
京

市
政
調
査
会
の
発
行
す
る
月
刊
誌
『
都
市
問

題
』
の
特
集
な
ど
か
ら
時
宜
に
適
っ
た
テ
ー

マ
を
選
び
開
催
し
て
い
ま
す
。

第
29
回
は
次
の
よ
う
な
趣
旨
に
よ
り
、

「『
消
え
た
老
人
』
は
な
ぜ
生
ま
れ
る
の
か
」

を
テ
ー
マ
と
し
て
開
催
い
た
し
ま
す
。
多
数

の
方
々
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

【
開
催
趣
旨
】

昨
年
、
東
京
都
足
立
区
で
1
1
1
歳
で
生

き
て
い
る
は
ず
の
男
性
の
白
骨
遺
体
が
発
見

さ
れ
た
。
こ
の
事
件
を
機
に
い
わ
ゆ
る
「
消

え
た
老
人
」
問
題
が
大
き
く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
戸
籍
や
年
金
な
ど
の

制
度
面
の
不
備
だ
け
で
な
く
、
社
会
的
・
経

済
的
・
精
神
的
に
孤
立
す
る
人
々
が
、
社
会

全
体
に
広
が
り
つ
つ
あ
る
現
状
を
浮
か
び
上

が
ら
せ
た
。
高
齢
者
の
社
会
的
孤
立
の
背
景

や
原
因
を
探
り
、
地
域
社
会
や
自
治
体
が
い

か
に
取
り
組
む
べ
き
か
を
考
え
る
。

1
、
日
　
時

2
0
1
1
年
6
月
11
日
（
土
）

13
：
30
〜
16
：
30

2
、
場
　
所

日
本
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー　

10
階
ホ
ー
ル

（
〒
1
0
0

－

0
0
1
1
東
京
都
千
代
田
区

内
幸
町
2

－

2

－

1
）

3
、
プ
ロ
グ
ラ
ム

〈
基
調
講
演
〉

宮
台　

眞
司
氏
（
首
都
大
学
東
京
大
学
院
人

文
科
学
研
究
科
教
授
）

〈
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
〉

河
合　

克
義
氏
（
明
治
学
院
大
学
社
会
学
部

教
授
）

清
原　

慶
子
氏
（
三
鷹
市
長
）

寺
田
美
恵
子
氏（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
福
祉
亭
理
事
）

真
鍋　

弘
樹
氏
（
朝
日
新
聞
社
会
グ
ル
ー
プ

次
長
）

新
藤　

宗
幸
（
東
京
市
政
調
査
会
研
究
担
当

常
務
理
事
）〈
司
会
〉

4
、
参
加
費
：
無
料

5
、
参
加
申
込
み

東
京
市
政
調
査
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.tim
r.or.jp

）
か
ら
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。

6
、
申
込
み
期
限

2
0
1
1
年
6
月
9
日
（
木
）

※ 

満
席
と
な
り
し
だ
い
受
付
を
終
了
し
ま
す

の
で
、
お
早
め
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

東
京
市
政
調
査
会　

研
究
室

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
0
3

－

3
5
9
1

－

1
2
6
1

「
消
え
た
老
人
」
は
な
ぜ
生
ま
れ
る
の
か

「
消
え
た
老
人
」
は
な
ぜ
生
ま
れ
る
の
か

（
財
）東
京
市
政
調
査
会

（
財
）東
京
市
政
調
査
会

第
29
回『
都
市
問
題
』公
開
講
座

「
消
え
た
老
人
」
は
な
ぜ
生
ま
れ
る
の
か

　全国町村会では、全国の町村との連携を密にし、町村長と町村職員のみなさんの情報収集の利便
性を向上させるため、町村専用ページ「町村.com」を開設しています。
　「町村 .com」では、全国町村会の活動状況や中央省庁などの政策情報を随時ご提供しているほか、
全国の町村の先進的な取り組み事例をはじめ、各種統計資料など様々なデータも公表しています。
　私どもは、「町村 .com」が町村関係者にとって真に役立つホームページとなることを目指し、こ

れからも充実をはかっていきたいと考えてい
ますので、ご覧になったご感想・ご意見を、下
記のメールアドレスにお寄せください。

kouhou@zck.or.jp

町村専用ページ「町村 .com」をご覧になっていますか

 http://www.zck.or.jp/choson/

・「町村 .com」は、町村関係者の方だけがご利用いただ
ける専用ページです。
  ご覧になる際は、所定のパスワードが必要になります。

・ユーザー名とパスワードは、各町村にお知らせ済み（平
成18年9月27日付）ですが、 お問い合わせは、全国町村会
広報部までメール（kouhou@zck.or.jp）でお願いいたし
ます。
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随 想
　

我
が
北
中
城
村
は
、
面
積
が
11
・
53

㎢
と
い
う
沖
縄
県
中
部
地
域
で
は
一
番

小
さ
な
村
で
あ
る
。
北
側
に
沖
縄
市
、

南
側
に
宜
野
湾
市
と
中
城
村
、
西
側
に

北
谷
町
と
、
都
市
部
に
隣
接
し
て
い
る

割
に
は
緑
地
が
多
く
点
在
し
、
世
界
遺

産
で
あ
る
中
城
城
跡
に
見
守
ら
れ
た
緑

豊
か
な
田
園
地
域
で
あ
る
。

　

ま
た
、
村
域
に
は
国
道
が
2
本
と
高

速
自
動
車
道
が
走
っ
て
お
り
、
那
覇
空

港
か
ら
車
で
30
分
の
位
置
に
あ
り
沖
縄

中
南
部
圏
の
交
通
の
要
衝
と
な
っ
て
い

る
。
地
形
は
変
化
に
富
ん
で
お
り
平
坦

地
が
少
な
く
、
し
か
も
、
村
面
積
の

18
％
が
駐
留
米
軍
用
地
と
な
っ
て
い

る
。
土
地
利
用
と
い
う
面
で
は
厳
し
い

面
も
あ
る
が
、
村
づ
く
り
と
い
う
点
で

は
非
常
に
魅
力
あ
る
村
で
、
自
治
体
経

営
を
す
る
上
か
ら
は
理
想
的
な
規
模
だ

と
思
っ
て
い
る
。

　

人
口
は
1
6
、
0
0
0
人
余
で
、
人

口
密
度
は
村
と
し
て
は
日
本
一
で
あ

る
。
つ
い
で
に
言
う
と
、
女
性
の
長
寿

も
日
本
一
で
、
し
か
も
健
康
長
寿
で
あ

る
。
人
口
密
度
の
高
さ
は
あ
ま
り
自
慢

で
き
る
も
の
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い

が
、
女
性
の
長
寿
日
本
一
は
自
慢
を
し

て
も
良
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

ち
な
み
に
女
性
の
平
均
寿
命
が
89
・

3
歳
。
こ
れ
は
驚
異
的
で
あ
る
。
男
性

は
と
言
う
と
、
少
し
ト
ー
ン
ダ
ウ
ン
し

て
し
ま
う
が
、
そ
れ
で
も
上
位
の
方
に

位
置
し
て
い
る
。
色
々
な
と
こ
ろ
で
、

「
な
ぜ
女
性
が
長
寿
日
本
一
な
の
か
」

と
い
う
質
問
を
良
く
受
け
る
が
、
実
は

正
直
な
と
こ
ろ
村
と
し
て
は
ま
だ
確
証

た
る
も
の
が
な
い
。
そ
れ
で
も
、
大
学

関
係
者
の
調
査
研
究
に
よ
る
と
、
我
が

村
の
女
性
が
長
寿
な
の
は
、
規
則
正
し

い
食
生
活
、
適
度
な
運
動
、
そ
し
て
地

域
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
づ
く
り

が
大
き
な
要
因
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ

て
い
る
。

　

村
づ
く
り
の
大
き
な
柱
の
一
つ
に

「
い
き
い
き
健
康
ま
ち
づ
く
り
」
が
あ

る
。
こ
れ
ま
で
の
健
康
対
策
事
業
が
村

民
の
皆
さ
ん
に
浸
透
し
成
果
と
し
て
現

れ
て
い
る
と
す
る
な
ら
ば
、
う
れ
し
い

限
り
だ
。

　

ま
た
、
女
性
長
寿
日
本
一
を
受
け
、

恒
例
の
福
祉
ま
つ
り
で
ユ
ニ
ー
ク
な
企

画
が
生
ま
れ
た
。
応
募
要
件
が
80
歳
以

上
と
い
う
ミ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
の
開
催
で

あ
る
。
厳
選
の
結
果
、
三
人
の
「
ミ
ス

北
中
城
」が
誕
生
し
た
。「
ミ
ス
北
中
城
」

に
は
、
一
年
間
主
な
公
式
行
事
に
参
加

し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
ご

三
人
と
も
実
に
お
元
気
で
い
つ
も
に
こ

や
か
だ
。
お
会
い
す
る
だ
け
で
元
気
を

い
た
だ
き
幸
せ
な
気
分
に
な
る
。

　

ま
た
、
村
で
は
毎
年
一
月
の
下
旬
か

ら
三
週
間
程
の
期
間
、〝
日
本
一
早
咲

き
の
ひ
ま
わ
り
〞
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
に
「
ひ
ま
わ
り 

Ｉ
Ｎ 

北
中
城
」
と

い
う
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
る
。
今

年
で
三
回
目
を
迎
え
た
が
、
遊
休
地
に

咲
く
40
万
本
の
ひ
ま
わ
り
は
圧
巻
だ
。

村
内
外
か
ら
多
く
の
皆
さ
ん
が
ご
来
場

に
な
り
、
満
開
の
ひ
ま
わ
り
に
癒
さ
れ

笑
顔
で
お
帰
り
に
な
る
。

　

小
さ
な
村
で
派
手
さ
は
な
い
が
、
お

金
を
か
け
ず
に
で
き
る
だ
け
村
に
あ
る

物
を
活
用
し
て
、
村
民
が
主
体
と
な
る

村
づ
く
り
を
し
て
い
き
た
い
と
い
つ
も

思
っ
て
い
る
。そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、笑
顔
あ
ふ
れ
る
元
気
な
村
に
な
る

と
信
じ
て
い
る
。
目
指
す
は
「
幸
せ
指

数
日
本
一
の
村
」
だ
。

新あ
ら 

垣か
き

　
邦く

に 

男お

「
幸
せ
指
数
日
本
一
の
村
」

を
目
指
し
て

沖
縄
県
北き

た
な
か
ぐ
す
く

中
城
村
長
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